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要旨 

序章 

  本研究は、高齢者が大腿骨頸部骨折によって入院を余儀なくされた時、寝たきりや閉

じこもりが誘発すると言われている。本研究は、そのような入院生活を送る高齢者の回復

意欲の変化と関連要因について明らかにすることにより、高齢の患者自身が回復意欲を維

持、向上しながら入院生活を送ることができるような看護援助の方法を探ることを目的と

した 

 

第１章 研究目的 

本研究の目的は、大腿骨頸部骨折により観血的な治療を受けた入院高齢者の回復意欲の

変化と関連要因を明らかにすることにより、高齢患者の回復意欲の低下を防ぎ、意欲を維

持向上できる看護援助について検討することである 

 

第２章 研究方法 

 １．研究デザイン 

  本研究では、大腿骨頸部骨折による高齢患者の入院体験に焦点をあて、入院期間中に

おける回復意欲の変化と関連要因を明らかにするために、データを定性的にコーディン

グし記述する、質的記述的研究方法を選択した 

 

 ２．調査対象 

  大腿骨頸部骨折の観血的な治療のために、急性期病棟に入院してきた 65歳以上の高齢

者で面接可能と判断される患者を対象とする 

 

 ３調査方法 

今回、大腿骨頸部骨折にて入院し、観血的治療を受けた入院高齢患者７名を対象に回

復意欲に関する質問を行い、回復意欲の関連要因を明らかにするとともに、これらの関

連要因が、身体的治療過程に沿って、どのように影響しているのかを、事例ごとに分析

した。また、回復意欲の変化についは、二次元気分尺度を用いた解析を試みた。 

 

第３章 結果 

I. カテゴリー化の定義 

大腿骨頸部骨折による入院高齢者の回復意欲の変化に対し、どのような要因が関連して

いるのかを明らかにするためにデータ分析を行った。回復意欲にかかわる関連要因とし

て【身体的な症状】、【ADLについて】、【回復の見込み】、【他者との相互作用】、【家族と

の関係】、および【自己の信念】の 6つのカテゴリーが抽出された。また、関連因子の特

徴から、関連要因は内的要因と外的要因に大きく 2つに分類できることが分かった。
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II．大腿骨頸部骨折による入院高齢者の回復意欲の変化 

入院から退院までの入院期間中における回復過程における心理的特徴を明らかにする

ために、回復過程をⅠ期からⅤ期に分類し、各期の心理的特徴に対して、カテゴリー化

した。入院時から退院までの心理的特徴は、【受傷の衝撃と混乱】、【治療に対する心理的

動揺】、【術後の安心感と回復への努力】、【回復への期待と不安】、そして【回復の知覚と

希望】の経過をたどることが明らかとなった。 

これら 2 つの分析をもとに各事例による分析を重ねた結果、回復意欲は個別的でさまざ

まなパターンが存在することが明らかになった。共通性が見られる項目は、受傷時や手

術の前、インフォームドコンセント後、に意欲が低下しやすい傾向があることが分かっ

た。また、リハビリテーションにおいて、その経過に意欲が左右されやすいことも明ら

かとなった。 

第４章 考察 

以上 7事例の考察を行った結果、回復意欲の変化と関連要因として、次の 3点が導き出

された。 

1）回復意欲にかかわる関連要因は、身体的治療過程に応じて変化する 

2）回復意欲は主観的なのもであり、患者の持つ内的要因、外的要因が相互に影響する 

3）他者との相互作用は、患者の回復意欲を支えるうえで、重要な働きをしている。 

 

患者の回復意欲は、治療過程に応じて、様々な変数の影響を受けると言える。そのため、

看護するうえでは、治療過程によって生じる患者の変化に目を向け、特に受傷時や手術の

前、インフォームドコンセントの後など、患者の意欲が低下しやすいと思われる時ほど、

患者の状態に十分に目を向けコミュニケーションを密にとるなど、患者の問題把握に努め

る必要が出てくる。 

 回復意欲は主観的なものであるため、個々の患者の持つパーソナリティー、家族背景、

環境などの把握は必要である。何が重要かは、個々によって違うため、総合的なアセスメ

ントの中から、本人の強みを導き出すことが意欲向上の鍵につながる。 

患者は外的要因としてかかわる他者の存在から自己を評価する。今回のように、手術に

より一時的に ADLの低下を余儀なくされる疾患においては、リハビリテーシの経過に意

欲が左右されやすい傾向にある。すなわち、それにかかわる医療従事者はもちろんのこと、

家族を含めた他者との信頼関係は、患者の回復意欲を支えるうえで重要な働きをしている。

そこを十分認識したうえで、患者に対する気遣いとコミュニケーションのあり方に十分な

注意を払いべきである。看護者は、常に患者のもっとも近くにいる存在として、身体的な

状況観察はもちろんのこと、本人の持つ内的要因を把握しながら、他職種に情報を提供す

るほか、経過に沿った適切な評価を適宜行いながら、介入の方法を変化させていくことが

必要である。患者の意欲を低下させないためには、“動機付け”が必要であると言われて

いる
16）。患者は常に、自分の回復の見込みについて関心を持っている事から、本人やその
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家族を含めた目標設定が必要である。高齢者の場合は、家族の持つ介護力によって、退

院   後の行先が決まる傾向にある。そのためには、退院後の自立支援を視野に入れ

た、退院調整への取り組みが必要になる。 

第５章 結論 

  今回は、大腿骨頸部骨折による入院高齢者の回復意欲の変化と関連要因を明らかにす

ることにより、回復意欲の低下を防ぎ、意欲を維持、向上できる看護援助について検討

をするため、観血的な治療を受ける入院高齢者 7 名について事例ごとに検討を行い、回

復意欲の変化と関連要因を明らかにすることができた。長戸
16）も述べているように、も

ともと意欲とは主観的なものであり特定の行動パターンをしめすものでないため、どの

要因がどう関連し、患者の回復意欲に影響を与えているかは、個々の事例においてでし

か解明しきれないものである。人の回復意欲には、ある一定のパターンは存在せず、個

人の持つパーソナリティーや家族背景または環境、そして一番重要なのは、身体的な治

療経過とその時にかかわる重要な他者との相互作用である。 

  インタビューのみでの分析のみでは回復意欲の変化の把握が抽象的になることが避け

られないため、坂入が考案した二次元区分尺度を用いた解析を試みた。その結果、研究

対象者の語りから抽出した関連要因が気分の変化を反映していた。 

個々のケースを見てもわかるように、気分の高まりや低下の原因は、患者ががおかれて

いる状況を、どう認識するかという内的要因に左右されることも大きいが、インフォー

ムドコンセントに代表されるように、外的要因としての医師・看護師の存在は、患者の

心理に大きな影響を与えることは明確となった。そのためには、治療経過を経時的にア

セスメントすることはもちろんのこと、個々の患者について、その傾向を分析し、成り

行きを予測することも不可欠である。 

今回の研究で明らかになったことは、回復意欲は、患者の身体的な治癒過程に応じて、

影響を受け、個人の資質やそこに関わる他者との相互作用によって変化することが明ら

かとなった。またそのパターンは常に一定でなく、治療経過によっては、回復意欲の関

連要因にも影響を与え、多様に変化する。どの要因が一番重要かは、個々によって違う

ため、看護としては、患者の個別性を見定め、その時期にあった看護援助が提供できる

ように日々の観察を怠らないことが重要であるとともに、患者の近くに常に寄り添う存

在として、できるだけベッドサイドに出向き、患者とのコミュニケーションを図ること

が必要であることが示唆された。
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